
 

 

 

   (公財)横浜市男女共同参画推進協会 プレスリリース 

2025 年３月７日(金) 

(公財)横浜市男女共同参画推進協会 

事業本部事業企画課 

「2025 国際女性デー in 横浜」を開催します！ 

 

３月８日「国際女性デー」に合わせて、女性の住まいに関する課題をテーマに、市民の皆さまと一緒に

考えるイベントを開催します。 

このイベントでは、当協会が実施した「女性の住まいに関する調査」結果や、その後発足した「女性の

居住支援勉強会」でのネットワークを生かし、「誰もが住みやすい都市・横浜の実現」に向けてともに

考えます。 

《内 容》 

◆日時：2025 年３月 17日(月)正午 

◆場所：横浜市庁舎１階「アトリウム」 

◆申込不要：当日、直接会場までご来場ください。（会場への出入りは自由です。） 

◆参加料：無料 

◆プログラム： 

第１部 開会式・女性議員トーク（正午から） 

第２部 コンサート（午後０時 40 分から） 

第３部 基調講演・パネルディスカッション（午後３時から） 

「誰もが住みやすい都市・横浜の実現に向けて～女性の住まいの困難を考える」 

・「シングル女性の居住の課題～横浜市男女共同参画センターの取組」 

植野ルナ（うえの・るな） (公財)横浜市男女共同参画推進協会 事業本部事業企画課長 

・「よこはま住まいサポート相談窓口から、女性の住まい探しを考える」 

窪田圭介（くぼた・けいすけ）さん 横浜市住宅供給公社 賃貸事業部住宅セーフティネット推進課長 

🍃基調講演 

「ハウジングファーストから始まる女性の回復支援～夢を実現！六甲ウィメンズハウス誕生」 

正井禮子（まさい・れいこ）さん 

認定 NPO 法人 女性と子ども支援センター「ウィメンズネット・こうべ 」代表理事 

🍃パネルディスカッション 

・パネリストによる取組報告 

「母子ハウスの歩みとこれから」 

秋山怜史（あきやま・さとし）さん NPO 法人 全国ひとり親居住支援機構 代表理事 

「若年女性の居住支援 ８年間の報告と今後の課題」 

坂本左織（さかもと・さおり）さん NPO 法人 さくらんぼ 理事／居住支援・食支援責任者 

  ・パネルトーク 

第４部 ジャズ演奏（午後５時半から） 

🍃女性ジャズユニット「Sonance」によるジャズ演奏 

 

◆主催：「2025 国際女性デー in 横浜」実行委員会 

◆共催：(公財)横浜市男女共同参画推進協会／横浜市、横浜市会女性議員有志 



 第３部 基調講演・パネルディスカッション 

《登壇者プロフィール》 

🍃基調講演 

 

🍃パネルディスカッション 

  

 

 

秋山 怜史(あきやま・さとし)さん 

一級建築士事務所 秋山立花 代表・NPO 法人 全国ひとり親居住支援機構 代表理事 

 

「社会と人生に新しい選択肢を産みだす」ことを理念に掲げ、平成 20 年に

一級建築士事務所秋山立花を設立。住宅、共同住宅、福祉施設などの設計活

動を行うとともに、社会課題を解決するためのプロジェクトを企画。平成 24

年、全国で初めてとなるシングルマザー専用シェアハウス「ぺアレンティン

グホーム」を立ち上げる。居住貧困に陥る可能性が高い母子家庭に対し新し

い住環境の選択肢を産みだした。その後、全国の母子向けのハウス運営者を

支援するために、ポータルサイト「マザーポート」を立ち上げて運営。令和

元年からは NPO 法人全国ひとり親居住支援機構代表理事として、全国の母子

ハウスを支える中間支援組織としての活動をしている。その他にも、地域包

括ケアの拠点づくりや、こどもたちの住まいを守るための政策提言など活動

を広げている。 

正井 禮子（まさい・れいこ）さん 
認定 NPO 法人 女性と子ども支援センター「ウィメンズネット・こうべ」代表理事 

 

1992 年に「ウィメンズネット・こうべ」を発足。女性と子どもの人権を守

り、男女平等社会の実現に向け、さまざまな活動を行う。1995 年の阪神淡

路大震災以降は「女性に対する暴力」の根絶、特にＤＶ被害者支援を主に、

2004 年にシェルターを開設。DV 被害者も加害者もつくらないため、デート

ＤＶ防止出前授業に取り組む。災害とジェンダー、ＤＶ・デートＤＶ防止、

性暴力に関する講演や相談員養成等を行う。 

 

困難を抱える女性のための居住支援や生活再建を応援している。2024 年６

月、困難を抱える女性と子どものために「六甲ウィメンズハウス」を開設。 

 

2024 年、関西経済セミナー「輝く女性賞」、神戸新聞社「平和賞」受賞。 

坂本 左織（さかもと・さおり）さん 
認定 NPO 法人 さくらんぼ 理事／居住支援・食支援責任者 

 

さくらんぼは 1997 年に小さな保育園を開設し事業をスタート。 

2002 年に NPO、2018 年に認定 NPO の認証を受け、横浜市瀬谷区を中心に「参

加障害のない街づくり」をミッションに掲げ活動している。 

現在では地域子育て支援拠点、児童家庭支援センター、学童保育、派遣サポ

ート事業なども運営し、子育てがしやすい・女性が社会に参加しやすい地域

づくりを続けている。 

自らは、幼少～若年期は介護を抱えるヤングケアラー、結婚出産後は子育て

が加わりダブルケアラーとして過ごしてきた。 

横浜に移り、慣れない子育てに戸惑う中、2005 年にさくらんぼの運営する親

と子のつどいの広場「ひろばネスト」に出会う。その後、利用者から職員と

なり、現在は居住支援事業（2017 年～）、食支援事業（2021 年～）の責任者

として、様々な困難を抱える女性のためのシェアハウスや、フードパントリ

―の運営を担っている。社会福祉士・保育士。 

《お問合せ先》 

 (公財)横浜市男女共同参画推進協会 事業本部事業企画課長 植野ルナ、事業企画課広報担当 齊藤美佳 

電話：045-862-5141／Email：kikaku@women.city.yokohama.jp 

ホームぺージ URL：https://www.women.city.yokohama.jp/ 

イベント URL：https://www.women.city.yokohama.jp/blog/12144/ 
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